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2026 年度アジア太平洋青少年相互理解推進プログラム 

Bridge Across Asia Conference 国際協働学習事業 

 

1. プログラム概要 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）は、多様な文化が尊重される平和で持続可能

な社会の実現に向けて、教育と文化の分野で活動しています。 

Bridge Across Asia Conference（BAAC）は、日本、モンゴル、韓国、タイ、インドの 5 か国の高校

生を対象とした国際協働学習プログラムであり、相互理解の促進と多角的な学びの機会の提供を目

的として 2021年に開始されました。これまでの参加者は、本プログラムを通じて視野を広げ、自己理

解を深めるとともに、プログラム終了後もそれぞれの将来の目標に向けて主体的に挑戦を続けてい

ます。 

今年度のプログラムでは、交流と協働的な活動を軸に、参加者が後述のプログラム目標を達成す

ることを目指します。テーマに「From Waste to Action: Connecting Youth Across Asia for Change」を

掲げ、ごみ問題を切り口とした対話及びグループでの動画制作を通じて、異なる価値観、文化への理

解を深め、将来に向けた目的意識を育む機会を提供します。 

 

2. プログラム背景 

異なる文化的背景を持つ人々との接点が増え、世界各国の協力が不可欠な地球規模課題が山積

する現代では、異なる文化や価値観を理解し、尊重する姿勢がこれまで以上に求められています。 

SNSを通じて世界中の人々や情報に気軽につながることができる一方で、高校生が異なる文化的

背景を持つ同世代と実際に関わり、協働する機会は依然として限られています。 

本プログラムでは、こうした貴重な交流の機会を提供するとともに、参加者が将来、平和で持続可

能な社会の実現に向けて主体的に行動する力を育むことを目指します。 

 

3. プログラム目標 

本プログラムを通じて、参加者が以下の 4 点を達成することを目標とします。 

① 異文化及び多様な価値観への理解を深め、多様性を尊重する姿勢を育むこと 

② 地球規模課題への関心を高め、その解決に主体的に関わろうとする姿勢を育むこと 

③ 自己を見つめ直し、将来に向けた目的意識を高めること 

④ 言語や文化の違いを越えて意思疎通を図るコミュニケーション能力を高めること 
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4. 開催日程・開催形式 

開催日時（日本時間） 内容 開催形式 

7 月 29 日（水）15:00～16:00 オリエンテーション（日本の参加者対象） オンライン 

8 月 3 日（月）13:30～16:00 開会式・各国文化紹介・交流 オンライン 

8 月 4 日（火）13:30～16:30 グループディスカッション・ゲストレクチャー オンライン 

8 月 5 日（水）13:30～16:30 グループワーク（動画制作） オンライン 

8 月 7 日（金）11:30～16:00 

交流会（日本の参加者対象） 

グループ発表・リフレクション・閉会式 

※8 月 7 日のみ、希望する日本の参加者の皆

様には東京都内の会場にお越しいただきま

す。詳細は参加決定時にお知らせします。 

オンライン/

対面 

 

5. プログラム内容 

※現時点での予定のため、変更の可能性があります。 

 

7 月 29 日（水） 

時間（日本時間） 活動内容 

15:00-15:20 
プログラムオリエンテーション 

スケジュールや事前準備について説明 

15:20-15:40 過去の参加者による体験談・アドバイス・質疑応答 

15:40-15:55 参加者同士の交流（ブレイクアウトルーム） 

15:55-16:00 事務連絡、閉会 

 

8 月 3 日（月） 

時間（日本時間） 活動内容 

13:30-13:45 プログラムオリエンテーション 

13:45-14:15 
5 か国の文化紹介① 各国代表者 1 名による文化や学校生活の紹介 

各国 10 分の発表＋質疑応答 5 分 

14:15-14:25 休憩 

14:25-15:10 
5 か国の文化紹介② 各国代表者 1 名による文化や学校生活の紹介 

各国 10 分の発表＋質疑応答 5 分 

15:10-15:20 休憩 

15:20-15:40 5 か国間グループ交流 

15:40-15:55 国別グループ交流 

15:55-16:00 事務連絡、閉会 
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 8 月 4 日（火） 

時間（日本時間） 活動内容 

13:30-13:40 オリエンテーション 

13:40-14:05 グループディスカッション① 各国のごみ問題とその背景 

14:05-14:15 休憩 

14:15-15:00 ごみ問題に関するゲストレクチャー・質疑応答 

15:00-15:10 休憩 

15:10-15:35 Sustaining Our Oceans プロジェクト紹介 

15:35-16:10 

グループディスカッション② 

ディスカッション①とゲストレクチャーの話を踏まえ、最も重要だと思うごみ

問題とその理由 

16:10-16:25 全体共有 

16:25-16:30 事務連絡、閉会 

 

8 月 5 日（水） 

時間（日本時間） 活動内容 

13:30-13:50 オリエンテーション・グループワーク説明 

13:50-14:20 グループワーク①：アイデア設計 

14:20-14:30 休憩 

14:30-15:20 グループワーク②：ごみ問題啓発動画制作 

15:20-15:30 休憩 

15:30-16:20 グループワーク③：ごみ問題啓発動画制作・プレゼンテーション準備 

16:20-16:30 事務連絡、閉会 

 

8 月 7 日（金） 

時間（日本時間） 活動内容 

11:30-12:30 交流会（日本の参加者のみ） 

12:30-13:15 昼食・休憩 

13:30-13:40 オリエンテーション 

13:40-14:30 グループプレゼンテーション・動画鑑賞・投票 

14:30-14:45 休憩 

14:45-15:00 表彰式 

15:00-15:20 リフレクション①：個人での振り返り 

15:20-15:45 リフレクション②：全体での振り返り（グループ代表者） 

15:45-16:00 閉会式、閉会 
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6. 使用言語 

英語（7 月 29 日のオリエンテーションのみ日本語で実施） 

逐次通訳・同時通訳は提供されません。 

 

7. 参加者 

合計 30 名 

・書類選考で選ばれた日本の高校生 14 名 

・協力機関から推薦を受けたモンゴル・韓国・タイ・インドの高校生 16 名（各国 4 名） 

 

8. 日本の高校生の参加資格 

(1) 日本の高等学校に在籍していること 

(2) 全てのプログラム日程に責任をもって参加できること 

(3) アジアの高校生との交流に強い関心と意欲があり、英語で積極的にコミュニケーションを取

る意欲があること 

(4) オンライン交流に必要な機材とインターネット環境を用意でき、パソコンやアプリケーションの

基本的な操作ができること 

 

9. 費用 

(1) 参加者負担 

・参加費：1 人 5,000 円（参加決定後にお支払いいただきます）  

・下記「主催者負担」に記載のない費用 

(2) 主催者（ACCU）負担 

ACCU は、以下の費用について規定に基づき負担します。 

2026 年 8 月 7 日（金）実施のリフレクション・閉会式に係る 

・会場（東京都）と参加者自宅間の往復交通費 

・当日の昼食代 

・イベント保険料 

 

10. 主催 

公益財団法人ユネスコ･アジア文化センター（ACCU） 

 

11. 協力機関 

モンゴルユネスコ国内委員会 (Mongolian National Commission for UNESCO) 

韓国ユネスコ国内委員会 (Korean National Commission for UNESCO) 

タイユネスコ国内委員会 (Thai National Commission for UNESCO) 

インド環境教育センター (Centre for Environment Education, India) 
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12. プログラム評価 

プログラム実施前後にアンケートを実施しますので、回答へのご協力をお願いします。アンケート結

果は個人を特定しない形でプログラム報告書（日本語・英語）に掲載されます。 


